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田

　

征

　

司

『
栂
尾
御
物
語
』
は
明
恵
上
人
（
二
七
三
－
一
二
三
二
）
が
語
っ
た
と
こ
ろ
を
弟
子
の
定
真
（
二
七
四
－
一
二
五
〇
）
が
記
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
高
山
寺
資
料
叢
書
『
明
恵
上
人
資
料
第
三
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
七
三
）
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
高
山
寺
蔵
定
真
筆
本
の
影
印
・

翻
刻
を
担
当
し
た
。
こ
こ
に
語
学
の
立
場
か
ら
若
干
の
備
忘
記
を
と
ど
め
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
に
そ
な
え
た
い
。
難
解
な
資
料
で
あ
る
た
め
、

読
め
な
い
と
こ
ろ
を
多
く
残
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
扱
う
問
題
に
つ
い
て
の
掘
り
下
げ
と
と
も
に
、
後
考
を
期
し
た

ヽ

一

〇

－
V

次
に
本
稿
で
利
用
し
た
明
恵
関
係
資
料
と
、
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
を
示
す
。
あ
わ
せ
て
以
下
に
用
い
る
略
称
を
示
す
。

『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
　
　
『
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
』
4
（
一
九
六
七
・
三
）
に
よ
る
。
所
在
は
そ
の
ペ
ー
ジ
と
行
。
『
解
脱
』

『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
　
　
『
明
恵
上
人
資
料
第
二
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
八
・
三
）
　
に
よ
る
。
『
光
言
』

『
五
教
章
上
巻
聞
書
』
　
高
山
寺
蔵
明
暦
元
年
写
本
。
『
五
教
章
』

『
高
山
随
聞
秘
密
抄
』
　
　
『
明
恵
上
人
資
料
第
三
』
　
に
よ
る
。
『
随
聞
』

『
真
聞
集
』
　
同
前
。
『
真
聞
』

『
明
恵
上
人
遺
訓
望
　
『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
之
七
に
よ
る
。
『
遺
訓
』

『
却
療
忘
記
』
　
　
『
明
恵
上
人
資
料
第
二
』
　
に
よ
る
。
『
却
療
忘
』



『
五
秘
密
口
決
』

『
栂
尾
説
戒
日
記
』

『
華
厳
仏
光
観
閲
書
』

『
明
恵
上
人
夢
記
』

『
華
厳
唯
心
義
』

『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
〇
・
三
）
に
よ
る
。
『
五
秘
密
』

『
明
恵
上
人
資
料
第
三
』
に
よ
る
。
『
説
戒
』

『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
一
二
九
七
八
二
二
）
に
よ
る
。
『
仏
光
観
』

『
明
恵
上
人
資
料
第
二
』
に
よ
る
。
『
夢
記
』

『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
に
よ
る
。
『
唯
心
義
』

『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
　
三
保
忠
夫
編
『
幾
舶
脱
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
総
索
引
本
文
篇
』
（
一
九
七
五
・
一
〇
）
に
よ
る
。
『
勧
信

記
』

百
行
三
時
礼
功
徳
義
』
　
三
保
忠
夫
編
『
誤
棚
自
行
三
時
礼
功
徳
義
総
索
引
』
（
「
九
七
五
・
七
）
に
よ
る
。
『
功
徳
義
』

『
明
恵
上
人
歌
集
』
　
小
沢
サ
ト
子
『
東
洋
文
庫
蔵
明
恵
上
人
歌
集
　
本
文
と
総
索
引
』
（
∵
九
七
六
・
二
）
に
よ
る
。
『
歌
集
』

カ
ロ
シ

（
上
1
オ
7
）
軽

動
詞
「
軽
ム
」
も
「
カ
ロ
ミ
テ
」
（
上
1
8
オ
5
、
た
だ
し
、
大
日
本
仏
教
全
書
本
「
カ
ロ
シ
テ
」
）
の
形
で
見
え
る
。
『
却
療
忘
』
に
も
「
カ
ロ
ク

シ
テ
」
（
上
1
0
オ
2
）
、
『
勧
信
記
』
に
も
「
カ
ロ
シ
」
〒
4
9
5
）
「
カ
ロ
キ
ナ
リ
」
（
下
欄
）
「
カ
ロ
カ
ラ
ム
ヤ
」
（
下
帥
）
と
見
え
る
。

O
I
u
の
音
が
注
意
さ
れ
る
語
と
し
て
は
、
『
栂
尾
御
物
語
』
に
ほ
か
に
副
助
詞
「
ソ
ラ
」
（
下
5
ウ
2
、
下
1
7
ウ
5
）
と
「
マ
ロ
ク
」
（
丸
、

上
2
9
オ
4
）
と
が
見
え
る
。
「
ス
ラ
」
「
マ
ル
ク
」
の
例
は
見
え
な
い
。
他
の
明
恵
関
係
資
料
に
は
「
ス
ラ
」
形
の
み
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

（1）

『
解
脱
』
三
例
（
6
6
・
堕
6
8
・
l
q
8
5
・
望
、
『
光
言
』
一
例
（
上
川
）
、
『
唯
心
義
』

料
で
も
「
マ
ロ
」
形
で
見
え
る
。
「
マ
ロ
ク
」
（
解
脱
攣
3
）
「
マ
ロ
l
こ
（
同
門
∴
曇

上
些
「
マ
ロ
ナ
ル
」
（
真
聞
三
2
0
オ
1
）
。

明
恵
関
係
資
料
に
は
ほ
か
に
も
O
I
u
の
音
が
注
意
さ
れ
る
語
が
散
見
す
る
。

『
栂
尾
御
物
語
』
備
忘

一
例
（
7
オ
4
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
丸
」
は
他
の
資

マ
ロ

「
マ
マ
ロ
ニ
」
（
光
言
上
即
、
棚
㌢
下
永
6
0
）
　
（
円
ク
」
（
同
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ウ
司
モ
レ
ル
（
8
9
・
望
力
刻
フ
（
数
、
8
0
・
1
、
8
0
・
7
、
1
1
＋
・
1
3
、
1
1
1
・
1
1
、
1
1
1
・
1
1
、
1
5
9
・
黛
ソ
ゾ
ロ
シ
（
8
2
・
1
3
）
ト
叫
ク
（
届
、

5
0
・
4
、
8
1
・
7
、
用
・
8
）
ワ
可
シ
（
6
8
・
3
）
（
以
上
『
解
脱
』
）

カ
刻
フ
（
数
、
上
唖
）
見
ト
勇
ケ
（
届
、
上
紙
、
施
）
　
（
以
上
『
光
言
』
）

マ
ト
ハ
ル
　
（
五
秘
密
上
欄
）

ワ
可
キ
（
却
療
忘
下
1
ウ
6
、
8
、
9
）

サ
刈
ラ
フ
（
歌
集
1
9
）
　
マ
ッ
ハ
レ
テ
（
同
竺

な
お
、
高
山
寺
蔵
鎌
倉
中
期
写
『
大
威
徳
法
』
　
（
定
真
筆
か
、
二
〇
一
－
七
－
一
四
）
　
に
次
の
例
を
偶
見
し
た
。

ミ

ソ

ハ

キ

二
人
姓
名
ヲ
ウ
シ
ロ
ア
ハ
セ
ニ
シ
テ
蛇
ノ
可
4
列
ヲ
モ
テ
ツ
、
ミ
テ
凧
尾
革
ノ
皮
ヲ
ハ
キ
テ
コ
レ
ヲ
カ
ラ
ケ
ヨ

0
と
u
と
の
行
き
来
は
上
代
か
ら
日
本
語
の
歴
史
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
が
、
筆
者
は
、
そ
れ
が
起
き
る
事
情
が
日
本
語
の
歴
史
の
中
で
二

回
生
じ
た
も
の
と
考
え
る
。
一
回
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
甲
乙
二
音
の
別
が
混
乱
し
は
じ
め
た
際
、
こ
の
違
い
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
起
き

（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
回
は
、
オ
段
長
音
の
開
合
二
音
の
混
乱
が
進
ん
だ
時
、
こ
れ
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
起
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

解
釈
が
あ
た
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
鎌
倉
時
代
に
認
め
ら
れ
る
0
と
u
と
の
行
き
来
す
る
例
は
、
上
代
に
生
じ
た
も
の
が
ひ
き
続
き
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
、
こ
の
期
に
何
ら
か
の
個
別
的
な
事
情
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

今
後
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

（
1
）
「
ソ
ラ
」
「
ス
ラ
」
に
つ
い
て
は
、
国
語
調
査
委
員
会
（
山
田
孝
雄
担
当
）
　
『
平
家
物
語
の
語
法
』
　
（
一
九
一
四
・
一
二
）
後
篇
一
五
六
〇
貢
、
山
田

厳
「
院
政
時
代
の
語
法
」
　
（
岐
阜
大
学
研
究
報
告
人
文
科
学
2
一
九
五
四
・
三
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
一
補
注
二
三
四
を
参
照
。

（
2
）
拙
稿
「
上
代
東
部
方
言
の
性
格
」
　
（
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
H
部
人
文
・
社
会
科
学
一
九
一
九
八
七
・
二
）

（
3
）
拙
著
『
室
町
時
代
の
国
語
』
　
（
東
京
堂
一
九
八
五
・
九
）



（
上
3
オ
3
）
此
義
二
ヨ
テ

本
資
料
に
は
動
詞
連
用
形
の
活
用
語
尾
を
仮
名
書
き
し
た
例
が
少
な
い
。
ラ
行
四
段
活
用
動
詞
（
ラ
変
を
含
む
）
の
場
合
、
音
便
形
を
表
記

し
た
と
見
ら
れ
る
例
は
、
次
の
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
促
音
を
無
表
記
と
し
て
い
る
。

ヨ
テ
　
（
上
6
ウ
3
、
8
ウ
1
）

ア
テ
　
（
上
3
7
オ
3
、
下
1
0
オ
4
、
1
0
ウ
3
）

ス
カ
テ
　
（
下
1
ウ
3
）

原
形
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
例
と
し
て
は
次
の
例
が
見
え
る
。

ア
リ
テ
（
上
6
ウ
4
、
下
1
0
オ
8
）
　
ト
リ
テ
（
上
2
4
オ
8
、
三
1
3
7
）
　
備
リ
テ
（
上
4
2
オ
6
）
　
堅
マ
（
原
本
「
ミ
」
と
見
え
の
は
汚
か
、

大
日
本
仏
教
全
書
本
「
マ
」
）
リ
タ
ル
（
下
1
1
ウ
9
）
　
ヨ
リ
テ
（
下
1
2
オ
3
）
　
カ
ヘ
リ
テ
（
三
2
ウ
6
）
　
こ
コ
リ
テ
（
三
6
ウ
6
）

タ
行
四
段
活
用
動
詞
の
場
合
は
、
「
モ
テ
」
の
例
し
か
え
な
い
。

な
お
、
「
ス
カ
テ
」
の
例
は
次
の
通
り
で
、
「
槌
る
」
と
い
う
動
詞
で
あ
る
。

惣
此
疏
ハ
普
通
ノ
充
ノ
如
ク
文
二
刃
利
列
義
ヲ
不
述
我
心
二
任
テ
自
在
二
義
述
也

こ
れ
と
類
似
の
文
が
『
随
聞
』
に
見
え
る
が
、
そ
こ
で
は
「
ス
カ
リ
テ
」
と
な
っ
て
い
る
。

一
大
日
経
疏
事
惣
テ
此
充
ハ
普
通
ノ
充
ノ
如
ク
文
ニ
ス
カ
リ
テ
義
ヲ
不
述
只
任
我
心

ノ
ー
自
在
二
義
ヲ
述
也
（
塑

（
上
4
オ
1
）
　
マ
ハ
シ
メ
テ

明
恵
関
係
資
料
に
見
え
る
接
頭
辞
「
マ
」
「
マ
ッ
」
「
マ
ン
」
の
例
を
、
そ
の
形
と
後
続
す
る
音
と
に
注
目
し
て
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

『
栂
尾
御
物
語
』
備
忘
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七
四

u0u
〈

mke
＿

Sn

紆

サ

ル

マママ

マ

ツツツ
ク初ス

‾フ（
ク

（解
〈 解脱解

脱000
脱

7747 ツ
41

5）11
ヽ）

901

8
7

）

マ
ン

マ

中

（解

脱 ン

46

’
12
）

マママママ

マ

ウオマヽノス
レtノ

ナロシク
＼ノジ

（
メ

（ シ
（

光テ解

ク光言
（

脱

（言上栂08
光下OHu

32尾

言75q′H＿
）81

上）932マヽ

03、ヽノ81
）下シヽ

永メ18

06
（ ）解1
脱ヽ

472
）

01
）

後
続
音
が
破
裂
音
（
k
）
か
摩
擦
音
（
◎
・
S
）
で
あ
る
時
は
強
調
形
「
マ
ッ
」
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
後
続
音
が
鼻
音
（
n
）
で
あ
る
時
は

強
調
形
「
マ
ン
」
と
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ら
の
条
件
の
場
合
に
も
「
マ
」
の
形
の
方
も
用
い
ら
れ
、
そ
れ
は
非
強
調

マ

ン

　

ナ

形
で
あ
っ
た
の
あ
ろ
う
。
鼻
音
（
n
）
の
前
に
撥
音
が
生
じ
て
い
る
例
に
「
真
－
字
」
（
勧
信
記
下
犯
）
の
例
が
あ
る
。
な
お
、
『
明
恵
上
人
資

料
第
二
』
光
言
句
義
釈
聴
集
記
補
註
「
下
2
5
7
マ
オ
ナ
シ
」
参
照
。

（
上
6
オ
7
）
大
覚
ノ
位
ヲ
証
テ
ハ
何
ヲ
カ
授
ヘ
キ

本
資
料
に
見
え
る
疑
問
表
現
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

要
説
明
の
疑
問
表
現

問
い

1
疑
問
詞
…
…
軟
。



何
故
此
a
ノ
声
遍
一
切
諸
法
詮
空
義
軟
。
（
上
3
7
ウ
8
）

2
疑
問
詞
…
…
。

極
微
ハ
其
何
空
。
（
三
3
ウ
7
）

何
故
多
宝
ノ
二
字
ヲ
カ
ク
。
（
三
1
1
オ
8
）

2
…
…
疑
問
詞
哉
。

真
言
五
智
法
界
鉢
性
智
ト
者
何
功
。
（
上
1
オ
1
）

疑
い

1
疑
問
詞
…
…
。

ガ
ロ
ワ
レ
ラ
バ
行
へ
ト
モ
シ
ル
シ
モ
ナ
キ
。
（
下
4
ウ
1
）

反
語

1
疑
問
詞
（
…
…
）
カ
…
…
。

大
覚
ノ
位
ヲ
証
テ
ハ
何
列
刺
授
へ
キ
。
（
上
6
オ
7
）

寂
滅
ノ
真
如
ノ
中
二
何
ノ
障
毒
力
有
ス
。

2
疑
問
詞
…
…
哉
。

如
何
只
十
ノ
ミ
ニ
限
魂
。
（
下
2
1
オ
2
）

要
判
定
の
疑
問
表
現

問
い

1

…

…

軟

。

如
是
道
理
有
証
拠
執
。
（
下
1
3
オ
5
）

『
栂
尾
御
物
語
』
備
忘

（
上
1
8
ウ
1
）
存
疑
。

七
五
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2
…
…
哉
。
如
何
。

日
来
之
願
楽
忘
念
ナ
ル
へ
シ
功
。
如
何
。
（
上
1
9
オ
1
）

疑
い

1

…

…

ヤ

…

…

。

若
一
分
彼
師
伝
ヲ
モ
刊
思
出
ス
。
（
上
4
2
ウ
9
）

2

…

…

軟

。

吉
水
ノ
僧
正
御
房
俄
盛
光
明
堂
二
鏡
ニ
t
r
C
l
m
字
ヲ
書
テ
懸
給
ル
ハ
俄
盛
光
仏
頂
タ
ラ
ニ
経
ノ
意
幼
。
（
上
1
3
ウ
3
）

用
例
が
少
い
の
で
あ
る
が
、
要
説
明
の
疑
問
表
現
に
お
い
て
、
疑
問
の
助
詞
が
文
末
に
来
る
「
疑
問
詞
…
…
軟
。
」
「
疑
問
詞
…
…
哉
。
」
の
例

が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
助
詞
が
文
末
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
次
の
よ
う
な
表
現
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ナ
〔
ム
〕
チ
ニ
イ
カ
ナ
ル
功
徳
カ
ア
ル
ヤ
。
（
唯
心
義
6
ウ
3
）

こ
の
例
の
「
カ
」
は
主
格
助
詞
「
ガ
」
と
も
見
え
る
が
、
次
例
か
ら
見
て
、
係
助
詞
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

此
五
教
章
何
故
二
刺
ツ
タ
ル
刊
。
（
五
教
章
1
オ
2
）

－

　

　

　

　

イ

タ

ク

ト

（
上
1
0
オ
2
）
近
ク
ウ
タ
ク
堆
抱

「
抱
く
」
と
い
う
語
が
「
ウ
ダ
ク
」
「
イ
ダ
ク
」
両
形
で
見
え
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
他
の
資
料
を
見
る
と
、
『
五
秘
密
』
に
「
イ
ダ
ク
」

（
上
1
2
8
）
「
ダ
ク
」
（
下
4
）
、
『
真
聞
』
に
「
イ
ダ
ク
」
（
本
2
ウ
3
）
が
見
え
る
。
『
勧
信
記
』
に
は
複
合
語
「
タ
ム
ダ
ク
」
（
上
空
の
例
が
見

え
る
。

ム
マ

マ
行
音
が
後
続
す
る
例
で
は
、
『
歌
集
』
に
「
ム
マ
レ
ア
ハ
ム
」
（
生
、
塑
「
ム
マ
ノ
ク
ソ
タ
ケ
」
（
馬
、
一
四
七
）
、
『
光
言
』
に
「
馬
」
（
下

（1）

永
輿
下
7
0
）
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
「
生
ま
る
」
は
「
ウ
マ
ル
」
表
記
例
も
少
く
な
い
。



な
お
、
語
頭
濁
音
語
と
し
て
は
、
『
光
言
』
の
「
ド
チ
」
「
ド
コ
」
、
『
解
脱
』
の
「
ド
コ
」
、
『
仏
光
観
』
の
「
デ
キ
様
」
「
イ
（
右
傍
補
入
）

（2）

ダ
シ
タ
ル
」
が
注
意
さ
れ
て
き
た
が
、
『
明
恵
上
人
法
語
』
に
次
の
例
が
見
え
る
。

仮
ニ
ウ
ツ
ル
影
二
川
l
創
刊
レ
テ
生
死
ノ
夢
ヲ
見
事
ノ
バ
カ
ナ
（
サ
脱
か
）
ヨ

ム
マ

（
1
）
光
言
句
義
釈
聴
集
記
補
注
「
永
5
3
世
間
こ
モ
下
蔑
馬
ヲ
マ
ト
云
ハ
」
参
照
。

（
2
）
『
金
沢
文
庫
研
究
』
一
六
三
一
九
六
九
・
二

（
上
1
3
ウ
2
）
吉
水
ノ
僧
正
御
房
焼
盛
光
明
堂
⇒
鏡
J
t
r
昏
日
宇
ヲ
書
テ
懸
給
ル
ハ

格
助
詞
「
ニ
」
を
二
つ
な
ら
べ
た
例
は
ほ
か
に
次
の
例
が
見
え
る
。

正
月
廿
三
日
夜
ゆ
め
に
三
条
白
川
辺
と
お
は
し
き
所
可
北
の
つ
ら
吋
候
中
家
の
す
た
れ
を
か
と
に
か
け
て
候
所
を
う
ち
さ
ま
へ
見
い
れ

候
へ
は
　
（
勧
信
記
間
）

た
だ
し
、
『
栂
尾
御
物
語
』
の
例
は
、
上
の
「
ニ
」
は
「
懸
給
ル
」
に
、
下
の
「
ニ
」
は
「
書
テ
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
か
か
っ
て
い
る
と
も
解
さ

れ
る
。

（
上
1
3
ウ
7
）
惣
シ
テ
ノ
通
用
二
ハ

接
続
助
詞
「
テ
」
に
格
助
詞
「
ノ
」
が
接
続
す
る
例
は
ほ
か
に
次
の
例
が
見
え
る
。

設
ハ
人
ノ
形
ヲ
カ
ク
こ
先
打
任
可
の
ヨ
キ
人
ノ
形
ヲ
カ
ク
（
下
3
ウ
6
）

明
恵
関
係
資
料
か
ら
例
を
引
く
。

○
何
事
モ
内
ニ
ト
カ
ナ
ク
外
力
上
ノ
事
也
（
遺
訓
研
・
8
）

○
仏
法
ト
云
ハ
イ
カ
サ
マ
こ
モ
重
禁
ヲ
マ
ホ
リ
列
の
上
ノ
事
也
（
同
㈱
・
3
）

『
栂
尾
御
物
語
』
備
忘

七
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○
チ
リ
ハ
カ
リ
仏
こ
ソ
ヒ
タ
テ
マ
ツ
ル
手
ア
リ
刊
4
上
ノ
事
也
（
同
価
・
5
）

○
イ
カ
サ
マ
こ
モ
ツ
ク
リ
ナ
シ
列
4
上
ノ
事
也
（
同
師
・
黛

○
信
心
ヲ
地
ニ
シ
引
力
ウ
ヘ
ニ
智
恵
モ
ア
ル
へ
キ
也
（
却
癒
忘
上
6
オ
1
3
）

○
無
量
ノ
大
所
得
多
カ
レ
ト
モ
、
セ
メ
テ
4
事
に
は
在
家
こ
テ
無
二
無
三
ノ
信
者
ニ
テ
ア
ラ
ム
ハ
　
（
同
上
7
オ
2
）

『
平
家
物
語
の
語
法
』
後
篇
二
一
七
〇
頁
に
も
用
例
の
指
摘
が
あ
る
。

七
八

（
上
1
4
オ
3
）
囁
（
上
声
圏
点
）
賀
（
上
声
濁
圏
点
）
ト
ヨ
ム
へ
キ
ヲ
連
声
転
声
卜
云
テ
数
号
卜
カ
キ
テ
ス
（
平
声
圏
点
）
ス
（
平
声
濁
圏
点
）

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

卜
云
カ
コ
ト
シ
云
、

「
連
声
」
　
の
語
は
　
『
真
聞
』
　
に
も
見
え
る
。

一
軍
摩
夷
者
　
ク
マ
ハ
牛
也
　
ア
イ
糞
也
　
ア
イ
ト
云
ハ
m
a
字
ノ
第
二
点
也
連
声
ノ
時
ク
マ
イ
ト
云
ト
モ
別
シ
テ
尺
ス
ル
時
阿
夷
イ

具
二
出
ス
ヘ
キ
也
云
、
（
1
1
オ
4
）

（1）

「
嚢
莫
」
に
つ
い
て
は
、
n
a
・
m
O
V
n
a
u
・
m
O
の
変
化
を
言
っ
て
い
る
が
、
割
注
に
は
連
濁
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
な
お
、
『
解
脱
』
の
次
の
記

事
が
参
考
に
な
る
。

悉
曇
ノ
例
法
。
梵
音
二
漢
注
ヲ
ツ
ク
ル
時
。
正
音
ニ
マ
カ
セ
テ
。
其
ノ
音
ヲ
定
ム
レ
ト
モ
。
読
之
づ
時
。
其
声
相
続
ス
ル
カ
故
－
；
去
平
清
濁

ス

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

ム

軽
重
第
等
不
定
也
。
種
ゝ
ノ
二
字
ハ
皆
ナ
。
清
タ
ル
音
ニ
テ
ア
ル
ヘ
ケ
レ
ト
モ
。
正
ク
読
時
。
種
主
ト
云
力
如
シ
。
（
9
2
・
望

（
1
）
「
重
美
（
護
）
」
の
「
連
声
」
に
つ
い
て
は
馬
渕
和
夫
『
日
本
韻
学
史
の
研
究
』
H
（
日
本
学
術
振
興
会
一
九
六
三
・
三
）
八
七
貫
参
照
。

（
上
1
6
ウ
1
）
　
ク
セ
カ
マ
シ
キ

接
尾
語
「
ガ
マ
シ
イ
」
の
例
と
し
て
明
恵
関
係
資
料
に
は
次
の
例
が
見
え
る
。



○
是
等
ヲ
心
口
不
二
得
一
シ
テ
ト
モ
ス
レ
ハ
文
点
ヲ
ヨ
ム
ナ
ン
ト
云
テ
ナ
こ
ト
モ
ナ
ク
ヨ
ム
ハ
、
タ
、
我
ロ
カ
マ
シ
キ
也
（
光
言
上
些

○
此
法
モ
五
仏
頂
八
大
仏
頂
ナ
ン
ト
云
時
ハ
以
外
二
様
カ
マ
シ
ク
五
辛
ノ
香
ア
ル
家
哉
（
真
聞
三
3
オ
3
）

な
お
、
「
カ
シ
カ
マ
シ
」
（
解
脱
6
7
・
3
）
は
「
カ
シ
マ
シ
」
に
「
～
カ
マ
シ
」
が
か
か
わ
っ
て
出
来
た
語
か
。

（
上
1
8
ウ
1
）
寂
滅
ノ
真
如
ノ
中
二
何
ノ
障
害
力
有
ス

反
語
表
現
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
「
有
ス
」
は
「
有
ム
ズ
ル
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
存
疑
。
た
だ
し
、
「
ム
ズ
ル
」
「
ム
ト
ス
ル
」
の
「
ム
」

を
表
記
し
な
い
例
は
次
の
よ
う
に
散
見
す
る
。

フ
チ

○
ク
シ
ラ
こ
ナ
リ
タ
ラ
ム
こ
。
渕
こ
ハ
イ
カ
＼
ヰ
レ
刈
両
ト
云
ハ
ム
カ
如
シ
　
（
解
脱
6
6
・
竺

〇
人
カ
ス
ナ
ラ
ヌ
ミ
ノ
ウ
へ
ニ
モ
、
ナ
ヲ
く
ウ
ル
サ
ク
マ
キ
ラ
バ
シ
キ
コ
ト
ノ
侍
へ
ル
ヲ
、
ノ
カ
レ
引
用
l
叫
二
人
く
イ
サ
ム
ル
コ
ト

（1）

ノ
ア
ル
ニ
ヨ
メ
ル
　
（
歌
集
5
6
）

「
ム
」
の
無
表
記
例
に
つ
い
て
は
、
『
平
家
物
語
の
語
法
』
後
篇
一
一
七
九
貢
、
山
田
忠
雄
「
誤
用
・
稀
用
・
奇
例
の
処
理
－
今
昔
物
語
集
の

語
法
研
究
の
た
め
に
－
」
（
解
釈
と
鑑
賞
一
九
六
三
・
六
）
参
照
。

（
l
）
小
沢
サ
ト
子
「
国
語
史
上
か
ら
み
た
明
恵
上
人
歌
集
」
（
国
文
学
致
6
8
一
九
七
五
・
八
）
は
、
脱
落
が
無
表
記
か
を
考
え
、
脱
落
と
す
る
。

（
上
1
9
オ
6
）
思
察
セ
ム
ス
ル
ハ

本
資
料
に
は
「
ム
ズ
」
の
形
し
か
見
え
な
い
が
、
明
恵
関
係
資
料
に
は
「
ム
ト
ス
」
の
例
も
散
見
す
る
。
歌
集
詞
書
き
に
見
え
る
例
は
前

項
に
引
い
た
が
、
ほ
か
に
『
華
厳
一
乗
教
分
記
』
（
第
一
部
・
二
二
〇
）
の
明
恵
自
筆
の
奥
書
に
も
、
「
ム
ス
ル
」
と
書
き
、
「
ト
」
を
補
大
し
た

例
が
見
え
る
。
「
ム
ト
ス
」
の
形
が
、
歌
集
の
詞
書
き
や
奥
書
の
文
章
中
に
見
え
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
『
五
教
章
』
『
仏
光
観
』
で
は
「
ウ
ス

『
栂
尾
御
物
語
』
備
忘
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ル
」
　
と
な
っ
て
い
る
。

（
上
1
9
オ
7
）
仏
教
大
益
ハ
但
浄
一
心
ヲ
ム
ル
ニ
ア
リ
。
其
浄
ム
者
ハ
先
過
善
知
識
テ
聞
也

傍
線
部
は
連
体
形
「
浄
ム
ル
」
と
あ
る
べ
き
も
の
。
次
の
例
が
参
勘
さ
れ
る
。

○
又
モ
不
見
判
事
ノ
哀
サ
ヨ
（
栂
尾
御
物
語
下
1
5
オ
4
）

ヨ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ル

○
斧
ノ
オ
ノ
レ
カ
木
ヲ
ア
マ
リ
裁
ホ
ト
ニ
自
ラ
叫
オ
叫
力
如
シ
　
（
光
言
上
7
7
）

（
上
2
9
ウ
4
）
物
念
ノ
時

こ
の
句
を
含
む
「
字
輪
観
事
」
と
題
す
る
一
節
は
ほ
ぼ
同
文
が
『
真
聞
』
三
1
9
ウ
以
下
に
見
え
る
。
物
公
心
は
い
そ
が
し
い
意
。
「
物
騒
ガ
シ
」

を
音
読
し
た
語
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
存
疑
。
「
物
サ
ハ
カ
シ
」
の
例
は
『
光
言
』
（
上
空
に
見
え
る
。

な
お
、
漢
語
の
和
語
化
し
た
例
と
し
て
は
「
装
束
ク
」
の
例
が
『
解
脱
』
に
見
え
る
。

ユ

カ

タ

ヒ

ラ

是
ハ
人
ノ
イ
シ
ク
コ
ソ
。
魂
剰
刺
ネ
ト
モ
。
ハ
タ
カ
ナ
ラ
テ
湯
惟
ニ
テ
。
装
束
タ
ル
ホ
ト
ノ
コ
ト
也
（
1
2
5
・
1
）

（
上
3
0
オ
2
）
大
智
印
云
フ
智
ヲ
為
鉢
也

「
ト
云
フ
」
の
「
ト
」
が
な
い
例
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
大
日
本
仏
教
全
書
本
は
「
印
ト
モ
云
」
と
あ
る
。
類
例
と
し
て
次
の
例
が

見
え
る
。

〇
両
善
知
識
こ
尽
命
モ
テ
親
近
セ
ヨ
ナ
ン
ト
云
ハ
如
此
ノ
心
等
二
師
モ
弟
子
ヲ
引
テ
入
ム
ト
思
ヒ
弟
子
モ
入
ラ
ム
　
思
二
取
テ
善
知
識
ト
名
ハ

ア
ル
也
　
（
栂
尾
御
物
語
上
3
1
ウ
6
）

○
仏
ケ
ア
ラ
タ
フ
ト
ヤ
思
ヒ
法
花
≧
厳
等
ノ
経
教
何
ト
義
理
ヲ
知
ネ
ト
モ
　
（
説
戒
2
ウ
3
）



光
言
句
義
釈
聴
集
記
補
註
「
上
5
9
知
リ
キ
ハ
メ
ハ
ヤ
云
ハ
」
参
照
。

（
上
3
2
オ
3
）
此
師
ヲ
敬
ヒ
此
師
ヲ
愛
ス
ル

「
愛
ス
ル
」
と
い
う
語
が
、
弟
子
の
師
に
対
す
る
感
情
と
し
て
、
「
敬
フ
」
と
な
ら
べ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
上
3
8
ウ
4
）
m
a
h
勘
引
本
鉢
ノ
如
ク
ナ
ラ
バ
m
a
（
上
声
点
）
h
勘
（
平
声
点
）
ト
読
へ
シ
。
如
此
連
続
シ
テ
読
＝
ハ
正
音
ナ
ラ
ネ
ト
モ
カ
ヨ
ヒ
テ
声
ノ

読
ル
、
二
随
事
ア
リ
。
辟
ヘ
ハ
此
辺
ノ
語
二
モ
サ
テ
ハ
ト
カ
キ
テ
サ
テ
ワ
ト
読
力
如
シ

い
わ
ゆ
る
ハ
行
転
呼
現
象
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
『
真
聞
』
の
本
文
の
方
が
理
解
し
や
す
い
。

m
a
h
勘
ハ
本
鉢
ノ
声
ハ
マ
（
上
声
点
）
カ
（
平
声
点
）
ト
ヨ
ム
へ
シ
。
サ
レ
ト
モ
連
続
㌘
正
音
ナ
ラ
ネ
ト
モ
ヨ
ム
ナ
リ
。
即
マ
（
上
声
点
）

カ
（
上
声
点
）
　
ト
ヨ
ム
カ
コ
ト
キ
也
。
タ
ト
へ
ハ
此
辺
こ
モ
サ
テ
ハ
ト
カ
キ
テ
サ
テ
ワ
ト
ヨ
ム
カ
コ
ト
シ
（
三
9
ウ
7
）

（
上
4
2
オ
3
）
木
真
言
師
達
矧
薗
樹
顕
卜
云
テ
サ
ケ
（
上
声
濁
点
）
り
卜
云
テ
深
卜
思
ヘ
ル
ハ

無
造
作
に
、
よ
く
も
考
え
な
い
で
の
意
の
「
無
左
右
」
と
い
う
語
は
明
恵
関
係
資
料
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
故
二
律
ニ
ハ
。
初
心
ノ
行
者
こ
。
親
裁
封
一
。
空
無
我
等
ノ
法
門
ヲ
授
ケ
サ
レ
ト
。
云
l
イ
ハ
レ
タ
ル
事
也
。
（
解
脱
2
6
・
7
）

○
如
ノ
此
」
文
ヲ
ハ
矧
創
封
。
一
初
心
ノ
者
。
ハ
イ
ヒ
聞
ス
マ
シ
キ
事
也
。
（
同
封
∴
曇

〇
両
ヲ
世
間
二
。
孔
子
老
子
等
ノ
教
ヲ
以
テ
。
無
l
劫
封
。
空
仮
中
二
当
ル
ナ
レ
ト
云
事
ア
リ
。
（
同
9
7
・
1
）

○
但
シ
学
生
真
言
師
ニ
モ
ヨ
ラ
ス
。
云
甲
斐
ナ
キ
凡
夫
ナ
レ
ト
モ
。
三
宝
ノ
境
界
二
向
テ
。
矧
剖
有
。
ア
ラ
タ
ウ
ト
孟
笠
。
此
真
実
ノ
埋
モ
。
得
ラ

レ
タ
ル
コ
ト
モ
ア
ル
也
。
（
同
1
1
1
・
8
）

○
戒
ト
イ
ヱ
ハ
定
ト
イ
エ
ハ
ト
テ
。
左
右
ナ
ク
偏
執
ス
カ
ラ
ス
。
（
同
相
・
8
）

『
栂
尾
御
物
語
』
備
忘
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○
此
ノ
事
ハ
初
心
ノ
者
二
無
ク
左
右
聞
セ
ム
ハ
心
ロ
ク
ル
シ
カ
ル
ヘ
シ
　
（
五
秘
密
上
5
8
）

〇
割
創
刊
列
法
門
ヲ
サ
ッ
ク
レ
ハ
身
語
シ
タ
＼
マ
ラ
ス
（
遺
訓
膿
・
4
）

容
易
に
、
簡
単
に
の
意
の
例
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

○
其
ノ
諸
仏
菩
薩
ヲ
信
ス
レ
ハ
。
無
ク
左
右
一
文
殊
二
同
ス
ル
也
。
（
解
脱
6
7
・
1
6
）

○
成
不
成
ヲ
ハ
不
ス
論
㌢

無
ク
左
右
一
功
徳
ヲ
得
タ
ル
也
。
（
同
1
5
3
・
4
）

○
成
不
成
ヲ
不
論
↓
剰
剖
刹
l
功
徳
ヲ
得
ト
云
ハ
。
先
ッ
心
一
境
性
ヲ
名
テ
為
ス
定
」
。
（
同
相
・
1
1
）

以
上
の
例
は
副
詞
的
に
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
が
、
連
体
形
の
例
も
あ
る
。

切
ノ
仏
井
ハ
画
像
木
像
依
仏
眼
真
言
大
日
真
言
之
加
持
力
王

生
身
ト
ナ
ル
コ
ト
真
言
功
能
左
右
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
（
真
聞
一
2
2
ウ
6
）

（
上
4
2
オ
3
）
木
真
言
師
達
無
左
右
顕
卜
云
テ
サ
ケ
ウ
ト
云
テ
深
卜
思
ヘ
ル
ハ
如
法
ヲ
カ
シ
キ
事
也

全
く
の
意
の
副
詞
「
如
法
」
は
明
恵
関
係
資
料
に
散
見
す
る
。

サ
ハ
リ

○
此
ノ
於
利
他
門
中
不
欲
行
障
ナ
ム
ト
云
モ
。
是
等
ハ
姻
渕
微
細
ノ
障
ト
モ
也
。
（
解
脱
5
0
・
2
）

○
矧
域
サ
シ
タ
ル
急
用
ノ
ア
リ
シ
時
ソ
、
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
人
ニ
ト
ラ
ス
ル
事
モ
ア
リ
シ
（
却
療
忘
下
1
オ
6
）

「
如
ク
」
　
に
呼
応
し
て
、
「
ま
る
で
」
　
の
意
の
例
も
あ
る
。

金
剛
界
ノ
マ
タ
ノ
字
ヲ
観
セ
ヨ
ナ
ト
云
ヘ
ル
ヲ
姻
域
］
眼
二
見
力
如
二
現
前
令
ム
ト
ス
ル
ホ
ト
l
〓
却
療
忘
上
2
ウ
7
）

『
平
家
物
語
の
語
法
」
後
篇
一
四
三
一
頁
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
補
註
「
上
4
1
如
法
」
参
照
。

（
上
4
2
ウ
1
0
）
紗
之

「
紗
」
「
抄
」
な
ら
び
に
こ
の
字
を
含
む
漢
語
の
用
例
を
次
に
示
す
。



○
建
永
元
－
五
月
十
一
日
午
前
於
宮
原
家
抄
之
了
（
真
聞
三
3
1
オ
5
）

ヲ

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

ー

　

ヲ

　

　

　

　

ト

○
先
師
引
此
経
試
行
者
】
真
偽
謹
抄
之
一
以
為
亀
鏡
】
　
（
同
四
1
1
オ
g
）

○
先
師
引
文
令
兄
給
之
間
酬
之
了
（
同
本
9
オ
7
）

○
イ
マ
コ
ノ
記
ヲ
紗
ス
ル
ト
キ
安
貞
七
年
十
二
月
ノ
廿
六
日
（
勧
信
記
下
甜
）

○
同
［
廿
］
二
日
ヨ
リ
コ
ノ
家
ニ
シ
テ
ハ
シ
メ
テ
コ
ノ
［
捌
］
　
ヲ
　
［
ツ
］
ク
ル
（
唯
心
義
1
0
ウ
1
）

○
義
海
ノ
顕
大
法
章
ノ
文
ヲ
嘲
捌
叫
テ
ィ
バ
ク
（
真
聞
本
1
2
ウ
8
）

光
言
句
義
釈
聴
集
記
補
註
「
上
m
抄
物
」
、
山
口
佳
紀
「
国
語
資
料
と
し
て
見
た
明
恵
上
人
関
係
聞
書
類
」
（
『
明
恵
上
人
資
料
第
三
』
）
参
照
。

（
下
2
オ
2
）
六
塵
悉
文
字
ト
云
ハ
此
義
也
は
欝
㌢
　
蔑
崇
詣
娼
聖
訂
ア
ツ
メ
タ
ル
ナ
リ
ス
、
メ
カ
ラ
ス
等
ノ
ナ
タ
モ
皆
悉
ク
真
言
ナ
リ

後
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

六
塵
悉
文
字
ハ
此
ハ
被
此
差
別
水
瓶
畳
等
也
（
下
1
4
オ
1
）

ま
た
、
『
随
聞
』
　
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

六
塵
悉
文
字
是
法
界
実
相
ト
云
ル
ハ
此
謂
也
惣
テ
文
字
ト
云
ハ
斑
也
ト
云
事
也
火
鉢
火
箸
硯
墨
畳
還
如
此
ノ
諸
法
ノ
彼
此
差
別
ノ
相
ヲ

文
字
ト
名
タ
リ
　
（
3
3
7
）

『
光
言
』
　
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

脇
足
鼓
力
文
字
ニ
ナ
ル
ト
云
（
上
欄
）

明
恵
が
、
講
席
に
お
い
て
身
の
ま
わ
り
の
物
を
例
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
栂

尾
御
物
語
』
　
の
例
は
「
水
瓶
」
か
ら
見
て
夏
、
『
随
聞
』
は
「
火
鉢
火
箸
」
か
ら
見
て
冬
に
お
け
る
講
義
の
記
録
か
。

次
に
比
喩
・
こ
と
わ
ざ
を
若
干
引
く
。

『
栂
尾
御
物
語
』
備
忘



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

〇
誓
へ
ハ
能
ク
ウ
チ
ワ
ヲ
作
ラ
ム
モ
ノ
バ
。
日
本
二
作
ラ
ム
モ
。
唐
土
二
作
ラ
ム
壬
。
タ
＼
同
シ
ャ
ウ
ナ
ル
ヘ
シ
。
若
シ
タ
カ
ハ
＼
一
人
ハ
ワ
ル
キ

也
。
椒
謂
請
け
詣
㌔
7
。
（
解
脱
Ⅲ
・
3
）

〇
一
≧
ノ
相
好
。
一
≧
ノ
毛
孔
ヨ
リ
法
雨
ヲ
雨
テ
。
一
切
ノ
剃
土
二
於
テ
。
一
切
所
化
ノ
衆
生
二
充
足
ス
ト
云
。
是
常
説
戒
ニ
モ
申
ス
。
風
ヲ

能
ク
ヒ
キ
ッ
レ
ハ
。
中
風
ス
ル
こ
似
タ
リ
。
（
下
略
）
　
（
同
5
2
・
1
）

○
此
ノ
可
説
不
可
説
ノ
義
ハ
。
ワ
タ
ノ
へ
河
ノ
。
海
ニ
ッ
＼
キ
ク
ル
こ
ソ
似
タ
ル
。
（
下
略
）
　
（
同
5
9
・
4
、
ワ
タ
ノ
ヘ
河
の
こ
と
7
7
・
2
、
8
1
・

6
、
1
1
3
・
8
に
も
見
え
る
。
）

○
世
間
ノ
戯
言
こ
。
ト
シ
ア
ケ
ハ
廿
ヨ
ト
云
コ
ト
ノ
ア
ル
こ
。
恩
ヒ
ア
ハ
セ
ラ
ル
。
（
同
1
1
8
・
9
）

〇
一
ヲ
聞
テ
十
ヲ
知
ル
　
（
光
言
上
3
9
）

○
ワ
タ
リ
こ
フ
ネ
ニ
ア
ヘ
ル
カ
コ
ト
シ
　
（
唯
心
義
7
ウ
3
）

〇
人
マ
ネ
ノ
ク
マ
ノ
マ
ウ
テ
ト
イ
フ
コ
ト
ワ
サ
ア
リ
。
マ
コ
ト
1
二
人
発
心
ノ
心
ア
ラ
バ
諸
人
モ
マ
タ
マ
ナ
フ
ヘ
シ
。
（
勧
信
記
上
m
）

○
コ
レ
ヲ
撥
無
シ
テ
万
行
ノ
因
ヲ
イ
ト
ヒ
テ
仏
果
ヲ
モ
ト
メ
バ
ツ
ノ
ヲ
シ
ホ
リ
テ
乳
ヲ
モ
ト
メ
ム
カ
コ
ト
シ
　
（
同
下
墾

（
下
2
オ
5
）
タ
モ

こ
の
資
料
に
は
「
ダ
ニ
モ
」
は
見
え
な
い
。
「
ダ
モ
」
も
こ
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。
他
の
明
恵
関
係
資
料
に
は
「
ダ
ニ
モ
」
し
か
見
え
な
い
。

『
解
脱
』
（
5
0
・
8
）
　
『
遺
訓
』
（
備
・
8
）
『
却
療
忘
』
（
上
2
オ
4
）
　
『
歌
集
』
　
（
6
1
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
ニ
」
が
n
を
経
て
消
失
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
と
し
て
は
ほ
か
に
次
の
例
が
見
え
る
。

栂
尾
御
物
語
　
ナ
ド
（
副
詞
何
と
、
下
4
ウ
1
）
ナ
ド
（
助
詞
何
と
、
下
1
5
オ
4
）
た
だ
し
、
助
詞
は
「
ナ
ム
ト
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。

解
脱
　
ナ
シ
ニ
（
何
し
に
、
8
3
・
ほ
、
価
∵
1
3
）



五
秘
密
　
ナ
シ
ニ
カ
バ
　
（
何
し
に
か
は
、
上
皿
）

「
ン
（
ム
）
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
例
は
、
「
ナ
ム
ド
」
の
ほ
か
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

栂
尾
御
物
語
　
ナ
ン
〈
（
下
1
0
ウ
9
）

解
脱
　
ナ
リ
ン
タ
リ
（
Ⅲ
・
1
7
）

イ

カ

ン

光
言
　
云
－
何
カ
　
（
上
欄
）
　
ナ
ン
く
　
（
上
招
）

コ
ト
ム

真
聞
　
異
シ
テ
　
〓
1
7
ウ
5
）

勧
信
記
　
ナ
ン
ゾ
（
上
3
1
9
）

功
徳
義
　
い
か
む
か
　
（
1
5
ウ
2
）
　
な
ん
の
　
（
1
6
オ
4
）

（
下
2
ウ
6
）
カ
タ
ワ
ウ
ド

「
～
ウ
ド
」
の
例
と
し
て
は
「
カ
ツ
へ
ウ
ド
」
（
起
信
論
疏
聴
集
記
十
本
）
が
見
え
る
。

ム
カ
シ

（
下
4
オ
7
）
宿
曽

こ
の
前
後
の
文
『
随
聞
』
2
1
7
行
あ
た
り
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
『
随
聞
』
（
書
陵
部
本
も
）
は
「
宿
習
」
に
作
る
。
「
宿
曽
」
が
よ
い
か
。
『
仏
光

観
』
に
「
宿
ト
ハ
曽
ト
云
タ
ル
心
也
。
ヤ
カ
テ
曽
ト
ヨ
ム
也
」
（
3
オ
2
）
と
見
え
る
。
明
恵
関
係
資
料
に
お
い
て
は
、
「
ム
カ
シ
」
と
い
う
語

は
「
昔
」
と
書
く
の
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。
「
宿
曽
」
は
依
拠
原
典
の
表
記
に
よ
る
か
。

（
下
4
オ
9
）
ナ
カ
〈

か
え
っ
て
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
明
恵
関
係
資
料
に
見
え
る
「
ナ
カ
く
」
の
用
例
を
次
に
引
く
。
『
光
言
』
『
却
療
忘
』
の
例
は
省

『
栂
尾
御
物
語
』
備
忘



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

略
す
る
。

○
撃
へ
ハ
仏
像
等
ニ
モ
薄
ヲ
オ
ス
こ
。
初
メ
ッ
カ
タ
ハ
。
オ
ス
ニ
随
テ
次
第
ニ
キ
ラ
メ
キ
ユ
ク
。
至
極
オ
シ
キ
ハ
メ
ツ
レ
ハ
∴
刊
月
Ⅵ
キ
ラ
メ

キ
ハ
ナ
ク
シ
テ
。
シ
ト
リ
テ
見
ユ
ル
也
。
（
解
脱
1
2
1
・
7
）

○
高
僧
等
ノ
神
異
ハ
不
思
議
l
二
ア
サ
テ
ヲ
キ
ッ
、
朝
刺
志
シ
ワ
リ
ナ
キ
ハ
、
神
通
モ
ナ
キ
人
々
、
命
ヲ
ス
テ
生
ヲ
軽
タ
メ
天
竺
ニ
ワ
タ
リ
、

又
仏
法
ヲ
モ
修
行
ス
ル
　
（
遺
訓
鵬
・
7
）

○
昔
ハ
一
人
智
恵
ア
レ
ハ
、
所
依
ト
ノ
証
果
ヲ
モ
シ
キ
、
証
果
ハ
叫
刺
字
間
ヨ
リ
ヤ
ス
キ
カ
タ
モ
ア
ル
ラ
ン
（
同
納
・
5
）

○
末
代
ノ
比
丘
ハ
破
戒
ニ
メ
（
中
略
）
実
ノ
仏
法
ノ
味
イ
ハ
、
刺
刺
在
家
二
流
レ
ユ
タ
（
同
醜
・
曇

（
下
1
1
オ
4
）
其
ヨ
リ
後
ナ
二
事
ヲ
モ
我
身
ト
思
こ
ヨ
リ
テ
腹
立
テ
物
キ
フ
物
食
ム
ト
思
モ
皆
ナ
我
身
ノ
為
卜
思
ヘ
リ

推
量
の
助
動
詞
「
ウ
」
の
例
と
見
ら
れ
る
。
凡
夫
が
、
我
欲
に
と
ら
わ
れ
て
、
心
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
口
語
形
が
現
わ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
物
食
ム
」
の
方
は
「
ム
」
と
表
記
は
れ
て
い
る
。
明
恵
関
係
資
料
で
は
「
ム
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
『
仏
光
観
』

に
下
っ
て
「
ウ
」
　
の
形
の
方
を
よ
く
用
い
る
（
ウ
四
例
、
ン
一
例
）
　
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

推
量
の
助
動
詞
「
ウ
」
の
成
立
に
関
し
て
は
、
解
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
少
く
な
い
。
一
つ
は
、
『
万
葉
集
』
の
字
余
り
か
ら

見
て
、
相
当
早
く
成
立
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
m
の
形
が
、
ど
の
よ
う
な
力
に
よ
っ
て
院
政
期
に
入
っ
て
u
の
形
に
転
じ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
問
題
と
な
る
の
は
、
「
ウ
」
が
見
え
る
早
い
資
料
に
お
い
て
、
な
ぜ
一
般
に
「
ム
」
を
用
い
な
が

ら
「
ウ
」
が
稀
に
混
じ
て
い
る
と
う
現
象
を
呈
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
極
楽
靡
往
生
歌
』
の
例
の
よ
う
に
そ
こ
に
「
ウ
」
が
現
わ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
然
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
問
題
が
な
い
け
れ
ど
も
、
他
の
資
料
の
場
合
に
は
そ
の
あ
た
り
の
事
情
が
説
明
で
き

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
、
ハ
行
四
段
活
用
連
用
形
の
音
便
が
促
音
便
か
ら
ウ
音
便
に
転
じ
た
の
に
ひ
か
れ
て
、
マ
・
バ
行
四



（1）

段
活
用
動
詞
が
撥
音
便
か
ら
ウ
音
便
に
転
じ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
助
動
詞
m
が
u
に
転
じ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。

こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
今
後
m
u
＞
m
＞
u
の
変
化
全
体
を
広
く
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
今
、
明
恵
関
係
資
料
の
関
係
す
る
例
を
整

理
し
て
お
く
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

ハ
行
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
音
便
　
活
用
語
尾
を
仮
名
書
き
し
た
例
が
少
な
い
が
、
原
形
と
と
も
に
ウ
音
便
形
が
散
見
す
る
。

ハ
ラ
フ

払
テ
（
五
秘
密
上
空
思
フ
タ
ル
　
（
随
聞
似
）
　
ハ
ウ
テ
（
這
、
歌
集
描
）

マ
・
バ
行
四
段
活
用
動
詞
連
用
形
音
便
　
活
用
語
尾
を
仮
名
書
に
し
た
例
が
少
な
い
が
、
原
形
・
撥
音
便
形
と
と
も
に
ウ
音
便
形
も
見

え
る
。

ユ
カ
ウ
タ
ル
　
（
解
脱
8
1
・
7
）

漢
語
の
例
　
ム
サ
ウ
カ
ル
（
無
恵
、
光
言
上
1
9
5
）
ム
サ
ウ
ナ
ル
　
（
無
恵
、
光
言
上
型

和
語
名
詞
の
例
　
タ
カ
ウ
ナ
（
筍
、
歌
集
1
5
1
）

後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
文
語
体
の
中
に
口
語
形
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
物
キ
フ

物
食
ム
」
の
よ
う
な
例
を
見
る
と
、
ロ
語
形
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
や
す
い
条
件
と
、
そ
う
で
は
な
い
条
件
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
更
に

進
ん
で
、
u
形
成
立
の
遅
速
が
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
マ
・
バ
行
動
詞
の
ウ
音
便
の
場
合
、
語
幹
末
母
音
が

u
の
語
の
場
合
は
m
＞
u
の
変
化
が
起
き
に
く
か
っ
た
。
推
量
の
助
動
詞
の
場
合
は
u
音
に
接
続
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
a
・
e
・
…
の
間

に
u
化
の
遅
速
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
現
在
の
乏
し
い
「
ウ
」
の
用
例
の
範
囲
か
ら
は
そ
の
こ
と
は
う
か
が
え
そ
う
に

（2）

な
い
。
な
お
、
「
ム
」
が
無
表
記
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
例
は
、
「
ウ
」
の
無
表
記
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）
拙
著
『
音
韻
脱
落
・
転
成
・
同
化
の
原
理
』
（
油
印
一
九
八
四
・
三
）
二
五
八
頁
以
下
、
同
『
室
町
時
代
の
国
語
』
（
東
京
堂
一
九
八
五
・
九
）

九
七
頁
。

（
2
）
山
田
忠
雄
「
誤
用
・
稀
用
・
奇
例
の
処
理
」
　
（
前
掲
）

『
栂
尾
御
物
語
』
備
忘



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
下
1
2
オ
3
）
断
ト
イ
ハ

明
恵
関
係
資
料
で
は
「
ト
イ
フ
ハ
」
が
用
い
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

（
下
1
4
オ
4
）
又
モ
不
見
キ
事
ノ
哀
サ
ヨ

明
恵
関
係
資
料
に
見
え
る
「
形
容
詞
（
又
は
形
容
動
詞
）
の
語
幹
＋
サ
」
の
表
現
に
は
、
Ⅲ
単
純
名
詞
、
拗
「
～
サ
ヨ
」
に
よ
る
詠
嘆
表
現
、

畑
「
～
サ
」
　
に
よ
る
詠
嘆
表
現
、
聞
「
～
サ
ニ
」
　
に
よ
る
原
因
・
理
由
の
表
現
の
例
が
見
え
る
。

川
の
例

オ
ホ
キ

サ
カ
シ
サ
　
（
解
脱
9
3
・
8
）
　
長
サ
短
サ
　
（
光
言
上
1
7
3
）
　
大
サ
　
（
同
下
m
）
　
タ
ウ
ト
サ
　
（
遺
訓
班
・
5
）
　
メ
サ
カ
シ
サ
（
同
鋤
・
6
）

ワ
ル
サ
　
（
却
癒
忘
下
3
オ
1
3
）
　
ム
ツ
カ
シ
サ
　
（
勒
信
記
上
は
）
　
ウ
レ
シ
サ
　
（
歌
集
2
）

佃
の
例

殊
勝
ノ
法
二
倍
遇
ス
ル
事
ノ
ウ
レ
シ
サ
ヨ
　
（
仏
光
観
3
ウ
1
）

此
法
ヲ
「
終
」
（
修
か
）
　
ス
ル
事
ノ
難
有
「
サ
」
　
（
右
傍
補
入
）
　
ヨ
　
（
同
4
オ
7
）

仮
ニ
ウ
ツ
ル
影
ニ
ハ
カ
サ
レ
テ
生
死
ノ
夢
ヲ
見
事
ノ
バ
カ
ナ
　
（
サ
脱
か
）
　
ヨ
　
（
明
恵
上
人
法
語
）

畑
の
例

（1）

マ
ポ
ロ
シ
ノ
サ
ト
、
コ
ソ
キ
ケ
ヨ
ノ
ナ
カ
バ
ウ
シ
ツ
ラ
シ
ト
モ
イ
ハ
ム
ハ
カ
ナ
サ
　
（
詠
草
十
一
首
）

㈲
の
例

ソ
ノ
バ
＼
カ
ラ
シ
サ
こ
、
エ
ヨ
マ
ヌ
也
（
却
療
忘
上
1
7
オ
1
1
）

竹
林
薗
ノ
タ
ケ
ノ
バ
ヤ
シ
ノ
コ
ヒ
シ
サ
ニ
竹
林
竹
ト
ナ
ツ
ケ
テ
ソ
ミ
ル
　
（
歌
集
8
3
）



諸
法
無
我
ノ
松
ノ
ア
ラ
シ
ノ
サ
ヒ
シ
サ
ニ
是
非
得
失
モ
ワ
ス
ラ
レ
ニ
ケ
リ
（
同
塑

（
1
）
『
墨
美
』
二
六
九
号
（
一
九
七
七
・
三
）
に
影
印
さ
れ
て
い
る
。

（
下
1
4
オ
6
）
墨
染
衣
ノ
打
キ
テ

大
日
本
仏
教
全
書
本
は
「
ヲ
」
に
作
る
が
、
『
説
戒
』
に
も
例
が
見
え
る
。

起
信
論
ノ
講
シ
給
二
絶
言
（
3
ウ
1
1
）

（1）

た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
撥
音
に
後
続
す
る
か
ら
、
条
件
は
同
じ
で
な
い
。

（
1
）
山
口
「
国
語
資
料
と
し
て
見
た
明
恵
上
人
関
係
聞
書
類
」
（
前
掲
）
指
摘
。

（
下
川
オ
6
）
又
モ
不
見
キ
事
ノ
哀
サ
ヨ
ナ
ト
思
テ
有
程
二
高
尾
ノ
金
堂
ノ
前
ト
思
シ
キ
所
二
墨
染
衣
ノ
打
キ
テ
法
師
ノ
形
成
テ
列
司
り

文
脈
か
ら
す
る
と
、
法
師
の
形
を
し
た
人
が
、
語
り
手
明
恵
に
遭
っ
た
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

（
下
2
2
ウ
2
）
ヤ
カ
タ

「
ヤ
カ
テ
」
の
転
化
形
。
大
日
本
仏
教
全
書
本
は
「
ヤ
カ
テ
」
に
作
る
が
、
明
恵
関
係
資
料
に
は
散
見
す
る
。
光
言
句
義
釈
聴
集
記
補
註
「
永

讐
参
照
。
そ
の
他
の
資
料
に
お
け
る
両
形
の
現
わ
れ
方
を
次
に
示
す
。

解

脱

　

ヤ

カ

テ

（

2

1

・

堕

8

5

・

5

、

1

1

1

・

堕

1

2

9

・

1

）

ヤ
カ
タ
　
（
1
1
1
・
1
1
）

五
秘
密
　
ヤ
カ
テ
（
上
輿
二
輿
　
9
1
）

遺
訓
　
ヤ
カ
テ
（
6
1
0
・
1
）

『
栂
尾
御
物
譜
』
備
忘



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

部
療
忘
　
ヤ
カ
テ
（
上
5
ウ
7
、
1
3
ウ
8
、
1
5
オ
3
、
2
1
ウ
1
、
1
1
、
下
2
オ
1
0
）

仏
光
観
　
ヤ
カ
テ
（
3
オ
3
、
1
7
ウ
2
）

夢
記
　
ヤ
カ
テ
　
（
1
1
6
上
3
）

詠
草
十
一
首
　
ヤ
カ
テ

九
〇

（
三
7
オ
6
）
夕
ト
ヒ
ヲ
以
テ
云
ハ

他
に
も
例
が
見
え
る
。

是
物
ノ
タ
ト
ヒ
こ
被
仰
之
（
却
癒
忘
上
2
2
ウ
1
0
）

日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
一
補
注
一
八
九
参
照
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
一
部
は
、
こ
れ
を
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
（
一
九
八
七
・
八
）
に
お
い
て
発
表
し
、
種
々
教
示
を
得
た
。




